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０
参
趨
ぱ
ぷ
働

◎
第
６
同
日
の
公
民
館
長
会
が

９
月
１６
日
午
前
９
時
か
ら

中
央
公
民
館
で
開
惟
さ
れ
た
。

協
議
最
初
の
役
場
各
課
、

関

係
機
関
連
絡
で
は
、

総
務
操
か
ら

交
通
安
令
に
つ
い
て
、

交

通
死
亡
事
故
十
日
間
ゼ
ロ
の

表
彰
を
受
け
た
。

今
後
も
続

け
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。次

に
宮
交
バ
ス
の
飯
千
撫

に
つ
い
て
は
、

Ю
月
か
ら
諸

塚
交
通

の
運
営

に
な
り
ま

す
。

産
業
操
か
ら

村
の
花
“

桜
”
の
テ
ン
グ

ス
病
駆
除
を
す
る
の
で
、

高

所
作
業
車
で
な

い
と
出
来
な

い
と
こ
ろ
は
中
詩
す
る
よ
う

に
と
の
こ
と
で
し
た
。

建
設
採
か
ら

健
村
環
境
計
画

に
関
す
る

会
議
の
開
催
に
つ
い
て
、

農

米
農
村
整
備
を
す
る
時

に
、

環
境

へ
の
配
慮
や
、

地
域

の

人
の
意
向
に
対
応
し
な
が
ら

環
境
保
令
対
策
を
行
う
た
め

の
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
間

き
と
り
調
査
を
四
地
区
地
域

振
興
協
議
会
毎
に
役
輿
に
集

ま

っ
て
も
ら
い
‐０
月
初
旬
に

実
施
す
る
説
明
が
行
わ
れ
ま

し

た
。

数
百
委
員
会
か
ら

８
月
末
に
佐
賞
市
で
行
わ

れ
た
九
州
地
区
公
民
館
大
会

の
反
省
に
つ
い
て
、

白
治
会

組
織
と
公
民
館
組
織
の
１

通

り
あ
り
行
事
は
　
緒
に
す
る

が
会
計
は
別
な
ど
諸
塚
村

の

公
民
餅
活
動
や
組
織
と
は
、

だ

い
ぶ
違
う
の
で
あ
ま
り
参

考
に
な
ら
な
か

っ
た
と
吉
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
１０
【
木
に
行
わ
れ
る

郁
公
民
館
連
合
会
研
修
会
と

‐２
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
県
北

公
民
館

フ
ェ
ス
タ
は
公
民
郎

長
合
輿
参
加
す
る
こ
と
に
な

り

ま

し

た

。

自
協
か
ら

総
代
の
改
選
時
期
で
１０
月

７
日
が
用
出
の
締
切
な
の
で

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

森
林
組
合
轄
塚
支
所
か
ら

村
内
５
ケ
所
で
林
米
座
談

会
を
す
る
の
で
、

山
林
所
行

者
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す

と
の
こ
と
で
し
た
。

次
回
の
館
長
会
は
、

‐０
月
‐４
日

（火
ご

す
。

協
議
題
に
し
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局

（６
５
１
０
０
７
２
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

_ヽ

庭
と
だ
終
よ

〇

昔

か
ら
和
歌

の
題
材

に
は

ほ
、

桜
、

桃
、

柳
、

モ
ミ
ジ
、

萩
、

菊
な
ど
植
物
を
詠
ん
だ
も

の
は
多

い
の
で
す
が
、

動
物
を

題
材
と
し
た
も
の
は
意
外
と
少

な

い
よ
う

で
す
。

そ
れ
で
も
ウ

グ
イ
ス
だ
と
か
ホ
ト
ト
ギ

ス

・

チ
ド
リ
と

い
っ
た
鳥
類
で
声
に

特
長
の
あ
る
も
の
は
比
較
的
多

く
登
場
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
獣
と
な
る
と

歌
に
現
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。

唯

一
の
例
外
は
鹿
で
鹿
だ
け
は

首
人

一
首

の
中
で
も

「奥
山
に

紅
実
踏

み
分
け
鳴
く
鹿

の
…
」

「山

の
奥

に
も
鹿

の
鳴
く
な
り

…
」
と
何
故
か
人
気
を
独
占
し

て
い
る
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

人

気

の
原
因
は
ど
う
も
姿
や
形

で

は
な
く
花
礼
に
も
モ
ミ
ジ

の
木

に
鹿
と
あ
し
ら

っ
た
構
図

の
も

の
が
あ
る
よ
う
に
そ
の
季
節
は

秋
で

「声
聞
く
時
ぞ
秋
は
悲
し

き
…
」

の
よ
う
に
秋
は
種

の
保

存
を
か
け
た
鹿
た
ち
の
繁
殖

の

季
節

で
雄
鹿
が
雌
鹿
を
呼
ん
で

鳴
く
そ
の
声
が
哀
調
が
あ
り
森

に
泌
み
渡
る
よ
う
だ
と
残
念
な

が
ら
そ
の
声
を
聞

い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、

あ
の
何
本
に
も
枝
分

か
れ
し
た
立
派
な
角
を
持

っ
た

雄
鹿

の
雄
姿
や

「子
鹿

の
バ
ン

ビ
は
か
わ

い
い
な
…
」

の
歌

の

よ
う
に
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て

い
る
鹿

で
す
が
最
近
で
は
、

ど

う
も
始
末

の
悪

い
害
獣
と
し
て

の
評
価
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
本
村
で
の
被
害
は
少
な

い

方
で
す
が
、

近
隣
の
町
村

で
は

倍

の
幼
令
木

は
喰

い

つ
ぶ
さ

れ
、

杉
や
浩

の
成
木
も
無
惨
に

皮
を
削
れ
る
な
ど
被
害
は
だ
ん

だ
ん
と
増
大
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
な

っ
た
環
境

を

つ
く

っ
た

の
は
外

な
ら

ぬ

我
々
人
間
で
あ
る
と
い
う
説
も

決
し
て
否
定

で
き
ま
せ
ん
が
、

丹
精

こ
め
て
育

て
て
来
た
水
田

が
収
穫
前

の

一
夜
か
二
夜
に
し

て
取
穫
皆
無
と
な
る
程

の
被
害

に
対
し
て
も
電
さ
く
を
張
る
方

法
が
晦

一
で
あ
り
ま
す
。

新
植

の
林
地
に
も
網
で
ガ
ー
ド
す
る

な
ど
あ
る
程
度

の
手
だ
て
は
講

じ
て
見
て
も
根
本
的
な
解
決
に

は

つ
な
が
り
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

被
害

の
現
場
を
見
る
と

自
然

の
大
切
さ
す
べ
て
の
生
き

も
の
と
の
共
生
が
い
か
に
大
切

か
は
頭

の
中
で
は
解

っ
て
い
て

も
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
我
慢
で

き

る
も

の
で
は
な

い
よ
う

で

す
。

地
域

に
よ
る
と
密
、

鹿

に

加
え
て
使
の
被
告
も
悩
み
の
種

に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

残

念
な
が
ら
現
在

の
と
こ
ろ
明
確

な
解
決
策
が
見
当
た
り
ま
せ
ん

が
、

今
後
さ
け
て
通
れ
な
い
問

題

で
、

こ
れ
か
ら
先
ど
う
す
る

か
を

「
し
か
と
心
得
え
よ
Ｈ
」

と
い
わ
れ
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

村
内
路
線
バ
ス
運
行
が

一部
変
更
と
な
り
ま
す
。

１０
月
１
日
か
ら
飯
十

・
Ｌ
ツ

山
線
と
荒
谷
線
の

本
部
を
諸
塚

交
通
が
逆
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
立
岩
線

の

方
部
の
時
間
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

①
変
更
日

平
成

１５
年

１０
用

ｌ
Ｈ
（
水

）

制
の
第
１
便
か
ら

②
変
更
内
容

⌒ｌ
）～
⌒３
）
の
既
存

の
ダ

イ
ヤ

を
諸
啄
交
通
が
運
行
し
ま
す
。

⌒ｌ
）
飯
干

「発

・
着
」
～
塚

原

「発

・
活
」
使

⌒２
）
飯
干

「発

・
着

」
～
柳

原

「発

・
活
」
使

※
飯
千

・
Ｌ

ツ
山
方
向
は
全
て

話
塚
交
通
に
変
更
と
な
り
ま

す
。

⌒３
）
荒

谷

「
発

」

～

柳

原

「お
」
使

※
朝
の
通
字
使
が
諸
塚
交
通
に

変
わ
り
ま
す
。

諸
塚
交
通
に
移
行
し
て
も
時

間
、

料
金
、

便
放
符

″
切
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、

宮
崎
交
通
が
運
行

す
る
塚
原
発
、

立
岩
折
り
返
し

の
使
が
１１
時
か
ら
午
後
３
時
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、

一尚
齢
者
の

「Ｈ
数
券
」

「悠
々
パ
ス
券
」
は
今
ま

で

ど
お
り
使
え
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
役
場
総
務
課
地
域
バ
ス
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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月
は

ヽ

行
政

書
士
制
度
強
調

月
間
で
す

県
行
政
洋
Ｌ
会
で
は
、

行

政
洋
土
法

の
適
正
な
運
用
並

び

に
業
務

に

つ
い
て
理
解
を

得

る

た

め
、

毎

年

１０

月

を

「行
政
キ
ｌｆ
制
度
強
制
月
問
」

と
し
て
、

日
本
行
政
書
ｌｆ
公

連
合
会
を
中
心
と
し
た
作
臣

行
い
を
実
施
し
て
お
り
、

そ

の

一
栄
と
し
て

「無
料
相
談
」

を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

（無
料
相
談
）

畑
　
問
　
Ю
月
１
日
（水
）～

Ю
月
３‐
Ｈ
⌒令
）

場
　
所

県
内
各
行
政
辞
Ｌ

中
務
所

（連
絡
先
）

宮
崎
県
行
政
詳
に
会

宮
崎
市
旭
２
ド
Ｈ
２
１
３２

岡

崎

ビ

ル

２

階

一■

ビ
■
Ｌ

　

ｏ
ｏ
８
５
１
２
４

１
■
３
５
６

一■

Ａ
■
Ｘ

　

Ｏ
ｏ
８
２
１
２
９
１

４
１
９
５

ウ
ツ
ド
ピ
ア
諸
塚
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

１

業
務
内
容

造
林
、

育
林
、

伐
採
、

搬

出
、

道
路

の
整
備
、

環
境

率
備
、

そ
の
他

２

採
用
予
定
数

現
場
作
業
員
　
若
千
名

３

応
募
寓
格

本
村
に
定
住
す
る
事
を
原

則
と
し
て
‐８
歳
～
３５
歳
ま

で
の
心
身
共
に
健
康
な
方

（学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

４

弱
集
期
間

平
成

１５
年

１０
月
１５
日
（水
）

か
ら
Ｈ
月
１４
日
⌒金
）

５

提
出
■
類

履
歴
書

（写
真
添
付
）

６

試
　
験

作
文
、

面
接

（試
験
日
は

‐２
月
予
定
、

後
日
連
絡
し

ま
す
）

わ
か
り
に
く

い
標
識

は
あ
り
ま
せ
ん
か

１０
月
ｌ
Ｈ
～
７
日
は
全
田
道
路

標
識
週
間
で
す
。

こ
の
週
間
は
、

現
在
の
道
路

標
識
の
設
阻
状
況
や
共
ホ
内
容

に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
か
ら
御

忘
児
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
標

識

の
整
備

に
役
立

て
る
た
め

に
、

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

７

待
　
週

給
料
　
日
給
、

月
給

（毎

月
支
給
）

手
当

て
　
時
間
外
手
当
、

扶
養
手
当
、

通
勤
手
当

賞
与
　
毎
年
６
月
、

１２
月

支
給

退
職
金
　
中
小
企
業
退
職

金
制
度
加
入

加
入
保
険
　
労
災
、

雇
用
、

健
康
、

厚
生
年
金

８

休
　
日

土
曜
日
、

日
曜
日
、

祝
日
、

年
末
、

年
始

９

体
　
臓

年
次
有
給
休
暇
、

特
別
休
暇

１０

定
　
年

満
６０
歳

‐１
申
込
先

ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸
塚
事
務
所

電
話
６
５
１
０
４
６
５

身
近

に
あ
る
道
路
標
識

に

つ
い
て
、

御
意
兄
が
あ
り
ま

し
た
ら
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

い
諸
塚
村
建
設
課

電
話
６
５
１
１
１
２
９

宮
崎
県
土
木

部
道
路
保
全
課

「標
識
口
〇
×
係
」

市早
高
０
９
８
５
（２
６
）７
１
８
３

及
び
日
向
上
木
事
務
所
　
諸

塚
駐
在
所
　
電
話
６
５
も
０
２
０

秋
の
「行
政
相
談
週
間
」

及
び
一行
政
相
談
所
」

開
設
に
つ
い
て

行
政
等
の
仕
事
に
つ
い
て
、

「
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」

「ど
こ
へ
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な

い
」
な
ど

の
持
情

や

意
見

・
要
望
件
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

行
政
相
談
典
が
住
民

と
役
所

の
問

に
立

つ
て
、

公

マ

・
中
立
な
立
場
か
ら
、

助

‐
ｉ

や
関
係
行
政
機
関
等

に
対

す
る
通
知
を
行

い
、

そ

の
解

決
を
促
進
す
る
お
子
は

い
を

し
て
い
ま
す
。

付
民

の
持
さ
ん
に
行
政
相

談
制
度
を
広
く
お
知
ら
せ
し

利
用
し

て
も

ら
う

た
め

に
、

「行
政
相
談
週
間
」

「１０
月
２０

Ｈ
⌒月
）
～
２６
日
⌒Ｈ
ご

を
設

け
て
い
ま
す
。

本
村

で
は
、

次

の
と
お
り

行
政
相
談
所
を
開
設
し
、

行

政

に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す

の
で
、

お
気
雌

に

ご
相
談
ド
さ
い
。

相
談
は
無
料

で
、

ヤ
さ
ん

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

・
日
　
時
　
１０
月
２４
坦
金
）

午
後
―
時
か
ら
５
時

・
場
　
所
　
諸
塚
村
中
央
公
民
館

１０

月
は
土
地
月
間
で
す

田
上
利
用

‐
計
画
法

で
は
、

定
面
積
以
Ｌ

の
上
地

に

つ

い
て
売
買
な
ど

の
取
引
を
行

っ
た
場
合
、

利
用
Ｈ
的
審
査

の
た
め
契
約
後

…
過
問
以
内

に
Ｌ
地

の
所
作
す
る
市
町
村

長
を
維
山
し
て
知
キ

に
日
け

出

る
こ
と
が
長
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

（山
林
等
も
付
け

出
の
対
象
で
す
）

．
・
ｒ市
衝
化
区
域

２
千
をｍ

以
１１

１

・
ム

以
外

の
都
付
計
画
区
域

５
千
２ｍ

以
Ｌ

ｉ

ｔ
都
市
計
画
区
域
外

１
万
？ｍ

以
Ｌ

Ｌ
地

の
有
効
利
用
実
現

の

た
め
、

皆
様

の
ご
理
解

と
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
台
わ
せ
は
、

企
画
課
　
電
話
６
５

ま
で
ど
う
ぞ
。
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第
５５
回
全
国
植
樹
察
配
を

一

奥
の
観
票
は

◎
開
催
日

平
成
１６
年
４

（日
）

◎
場
　
所
　
　
　
！

◎
内
　
容

天
皇

・
皇

に
よ
る
お
手

，
一　
応
，
方
法

応
募
内
容
ご

上
、

所
定
の

用
紙
に
必
要

入
し
、

諸
塚

業
課
ま
で
持
参

郵
送
く
だ
さ
い
一

申
込
用
紙
は

に
あ
り
ま
す
。

〓
一　
応
”
閣
限
　
！

平
成

１５
年

１０
古

（金
）
必
着

四
　
応
窮
資
格

森
林
や
緑
一

内
の
在
住
者
。

第643号

去
る
八
月
二
十

一
日
、

村

中
央
公
民
館

に
お

い
て
椎
茸

振
興
大
会

が
盛
大

に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

県
椎

茸
品
評
会
九
連
覇
達
成

の
祝

賀
と
生
産
者

へ
の
激
励

の
た

め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、

生

産
者
と
関
係
者
合
わ
せ
て
百

二
十
人
が
集

い
、

農
林
振
興

局
長

の
御
祝
辞
と
表
彰
行
事

に
引
き
続
き
生
産
指
導

の
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
椎
茸

は
平
均
単
価
が

三
千
八
百
円
代

で
安
定
し
て

取

り
引

き
さ
れ

て

い
ま
す
。

し
か
し
、

日
本
全
国

の
椎
茸

生
産
量

は
、

二
千
二
百
ト

ン

と
な

っ
て
お
り
全
国
消
費
量

の
約

二
十

％
を
ま
か
な
う
程

度

で
、

ま
だ
ま
だ
輸
入
物

に

依
存

し
て
い
る
の
が
現
状

で

す
。
日
本
産
椎
茸
は
、

安
全

で
し
か
も
健
康

に
良

い
食
品

と
さ
れ
多
く

の
テ
レ
ビ
番
組

等

で
も
紹
介
さ
れ
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す

需
要

が
高
ま
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
、

生
産
量
拡
大
と
県
椎

茸
品
評
会

の
夢

の
十
連
覇
を

目
指
し
頑
張

っ
て
い
こ
う
と

誓

い
を
新
た
に
し
た
意
義
あ

る
大
会
で
し
た
。

】

今年も下記の表のとおり公民館対抗産業共進会を開催します。多数の出品をよろしくお願いいたします。

個 人 出 品 の 部

サイレージ、本炭、手芸裁縫品、書画斐
発明工夫品、学重幼児作品

れ

谷

南 家

代

黒
富
原

川
の
口

塚
　
原

滝

の
下

格
家
町

松
の
平

隠
白
尾

七
ツ
山

, 1 1

内

小
原
井

八
室
の
平

飯
　
千

立

岩
計

大 項 項 日 備 考

1 1 l 1

1

1 l 1 l 1 1 1 1 1 1 1 1
６

林業部Fl

椎茸部門

除間伐管理品評会 H～ 35年生で30アール以上

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
（０

椎茸原木林肥培管理品評包
氏～1ク生■で20ア ール以上 1 1 l

5
除間伐達成率

０ ０ 1 4 2 5 5
０

5 5 5
つ
●

ハ
〕

春手品評会 700グ ラム以上 5
０

5

Ｏ
υ 1 2 2 2

０
3

０ 3 5
０

〃 物箱 3 5 3

3 4 4 3 4 3 1
３ 3

つ
４

４ 2
４ 2 3 4

９４

秋手品評会 700グ ラム以上

部た畜

師 差 管 理 品 評 全 飼養農家の現地審査

子牛せ り市売上高 生 間

子年生産率 年FgR

つ
●

子牛部品評会 間年

1 2 1 1 1 1 l
う
乙 1 2 1 1 1 1 1

０つ
乙

茶 部 門
茶園管理品評会 aア ール程度以 L

1 1

荒茶品評会
nnnゲ ぅ′1ット イ氏月に審否済〕

1

1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 l 1 1
ハ０

そ の 他

家庭菜園品評会 現地審査100高 以 上 1

2 2 2
う
ち 2 1 2 1 2 1 2 2

８つ
４

農林水産物加工品評会 文化察での人賞率 (婦人部) 2 2

1 2 2 2 2 2 1 2 1 2 1 2 2
８つ

４

Alt工作品品評会 而 作品のみ、文化察での入貨率 ２ 2 Ｚ

3 株 花やさい 3 玉

白  柔 2 玉 キヤベツ 2 玉 チンゲン莱 2 株 レ タ ス 3 株 ほうれん阜

3 本 ご ぼ う 3 本 モ ね ぎ 3 個 しょうが 2 株

大  根 3 本 カ  ブ 3 本 葉 ね ぎ

ゆ  ず 5 個 み か ん 5 個 落 花 生 300g

こんにやく 3 玉 ジャガイモ 個０ にんじん 3 本

く       り
個０３ か    き 5 個 わ さ び 3 株 キウイフルーツ 5 個

大  豆 ｇ００３ 小   豆 Ｂ００３

そ の 他
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8月 24日Jヒ川出」で第42,1束Fi杵‖!体育大会力対村催 されました。

本付からは、44名 の選 手が各種の梅卜1に出場 しました。結果はり

レー競技で中学男 r、 ム般女 rが決勝へ進出 し、個人の種Hで は優

勝 4名 、準優勝 3名 、 3位 3名 と健間 し昨年よりも順1立を Lげて総

合の部6位 で した。当Hは この夏の一杯の▼さとな りましたが、選

子の皆さんを始め応援 していた

だいた格さんありがとうござい

ました。
さて、いよいよ来年は諸塚

村で郡民大会が開催されます。

総合優勝をめざして原張 りま

しょう。

個人植目上位入自者

東臼杵郡R

ド`
ー

‐

種 日 順 位 氏 名 記 録

35～ 39走 巾宙lllほ 1 内 一岸 5m82

40～ 44 100m 1 黒木 雅文 12秒 96

共通  走高跳 1 早川 質治 l m66

共通  走高跳 1 中‖1るみ r l m30

35～ 39 100nl 2 黒木 裕治 12f1/S66

40～ 44 砲丸投 2 町1斐 保孝 1lm68

30～ 39 100m 2 田中るみ r 14花)42

共通  砲丸投 3 ,:藤 真岬 7m45

共通  砲メし投 3 松本 とr 9m00

秘合の部

順 位 点 数 町村名

優 勝
つ
０

〔
ョ 】ヒ||1世「

９
一

４６ 惟柴村

3 ０５ 1打奴LI寸

4 147 北方町

５ ５つ
４ 町刀東

６ ０２ 話塚村

7
９ ■

出郷

８ 117 lTLl郷村

９ 112 「Jナ|1回「

０ ９８ 北浦町

(優勝 家代公民館)
9,114日、10公民館 (黒葛原 ・川の11は合卜J)が 参加

し公民館親持ソフ トボール大会が行われ ました。心H・Lさ

れた台lrlの影響 も無 く快晴の中、好プレー ・珍プレーが

続出する熱戦が繰 り広げられました。

決勝 トーナメン トヘはなの F`、塚原、家代、諸塚が勝

ち上が り、決勝は塚原 と家代の対戦 とな りましたが家代

公民館が猛打をお、るい優勝 しました。選 子の皆 さん、応

援の常さんもお疲れ様で した。

9月 811か ら行われてお りました健康づ くり壮

午ソフ トボール大会は9サ11711に準決勝、決勝が

行われ、準決勝は滝の ドが小原片を2点 たで破 り

決勝へ進み、決勝は2年 連続で滝の下 と諸塚の対

戦 となりました。

決勝戦ではこの+12試 合11となるにもかかわら

ず疲れ も見せず、滝の ドが 7対 3で 話塚を破 り連

続優勝 しました。
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ど
れ
ほ
ど
の
虫
の
声
や
ら
四
方
か
ら
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
混
じ
り
て
聞
こ
ゆ

虫
ひ
と

つ
五
分
の
魂
あ
る
と
言
う
通
這
う
虫
を
よ
け
て
通
り
ぬ

う
だ
る
様
な
残
暑
の
夜
に
ね
む
ら
れ
ぬ
耳
を
つ
ら
ぬ
く
す
だ
く
虫
の
音

暑
さ
な
ど
記
憶
少
な
き
岩
き
頃
八
十
路
近
く
の
身
に
こ
た
え
く
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
広
場
の
芝
に
た
つ
虫
を
追
い
て
Ｌ
下
に
ト
ン
ボ
飛
び
交
う

薦
夜
明
け
か
な
か
な
セ
ミ
の
廻
し
鳴
き
兄
事
に
揃
う
山
の
楽
回

わ
が
丈
を
測
る
ご
と
這
ぶ
尺
取
虫
そ
っ
と
つ
ま
み
て
一届

よ
リ
ド
ろ
す

「リ
ュ
ウ

マ
チ
」
の
変
形
の
手
を
い
た
わ
る
ご
と
握
れ
ば
温
か
し
施
設
の
を
女

青
虫
が

「さ
な
ぎ
に
な
っ
た
」
と
幼
児
は
ひ
と
み
生
き
生
き
得
意
気
に
吉
う

喜
ぶ
と
思
い
見
せ
た
る
く
わ
が
た
を
後
ず
さ
り
し
て
逃
げ
だ
す

「な
お
」
く
ん

雨
多
く
冷
夏
と
な
り
て
蝉
し
ぐ
れ
聞
く
こ
と
も
な
く
秋
立
ち
て
来
ぬ

夏
バ
テ
を
防
ぐ
と
き
き
し
チ
ヤ
ン
プ
ル
の
ゴ
ー
ヤ
の
占
味
も
乙
な

一
味

子
や
孫
等
盆
を
過
ご
し
て
帰
り
た
り
声
合
咲
く
山
里
に
蝉
の
声
残
し

興
味
も
つ
イ
モ
リ
の
生
態
田
に
残
る
貴
重
な

一
匝
孫
は
捕
え
ぬ

】

属
形
　
森
衝

成
松
　
清
則

平
ロ
カ
ツ
子

西
回
　
ち
は

湊
田
　
照
代

愛
せ
よ
と
友
が
送
り
し
鈴
虫
は
鈴
振
る
如
く
虫
絶
に
鳴
く

朝
毎
に
軒
端
に
張
れ
る
蜘
昧
の
糸
根
競
べ
な
り
と
今
日
も
掃
き
お
り

世
の
中
の
事
あ
る
時
に
あ
り
て
こ
そ
人
の
力
は
あ
ら
わ
さ
る
べ
し

こ
の
夏
も
な
か
ば
を
過
ぎ
て
ま
だ
暑
し
残
り
の
Ｈ
々
を
涼
し
く
仕
き
む

畑
道
の
え
の
こ
ろ
車
の
実
に
と
ま
る
て
ん
と
う
虫
が
風
に
揺
れ
い
る
　
　
顧
田

慶
え
る
身
体
に
伸
び
る
髭
と
爪
せ
め
て
生
き
い
る
証
と
は
せ
む

長
雨

の
う
さ
ん
く
さ
さ
も
吹
き
出
よ
と
戸
を
開
け
放
せ
ば
蝉

の
舞

い
込
む

バ
イ
バ
イ
し
て
盆

に
帰
行

の
孫
等
発

つ
朝

の
庭

に

一
人
見
送
る

ひ
と
夜
さ
に
薔
薇
の
若
実
を
食
い
つ
く
し
行
方
わ
か
ら
ぬ
青
虫
野
郎
　
鳳
木
伊
知
指

樹
液
に
は
も
う
飽
き
た
る
か
鉄
骨
の
窓
枠
に
来
て
鳴
く
油
蝉

５
０
３
号
線
ｉ
号
橋
か
ら
Ｌ
ツ
山
方
面

へ
５
０
０

ｍ
ほ
ど
登

っ
た
道
路
右
側
に

ぬ
い
ぐ
る
み
が
２
体
並
べ
ら
れ
て
い
ま

す
、

誰
が
何
の
た
め
に
置

い
た
の
か
？

謎
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な
の
で
し
た
。

甲
聾
　
み
ね

土
持
　
保
夫

平
成
十
五
年
九
月
作
品

（兼
題

”
虫
）

佐
藤
モ
モ
エ

菊
油
　
ゆ
き

山
本
　
正
士
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同
道
３
２
７
け
線
か
ら
、

荒
谷
橋
子
前
で
林
道
荒
谷
触

に
入
り
、

内
床
殺
培
施
設
を

過
ぎ
て
林
道
野
の
崎
撫
を
金

る
と
、

３
２
７
号
線
か
ら
６

ｋｍ
”
で
県
原
地
区
に
お
き
ま

す
。

Ｈ
】
た
り
の
良

い
、

な

だ
ら
か
な
南
向
き
の
斜

――ｌｉ
に

位
ｌｒｉ
し
、

柱
な
く
し
て
北
郷

村
と
の
境
界
と
い
う
と
こ
ろ

に
班
イー…
２
性
常
が
生
活
し
て

い
ま
す
て

最
も
多

い
時
期
に
は
９
世

村
ほ
ど
が
生
活
し
て
い
た
と

の
話
で
、

村
外

の
束
郷
や
円

川
か
ら
、

共
原
の
な
だ
ら
か

な
地
形
を
好
ん
で
、

焼
き
畑

を

し

に
水

て

い
た
そ
う

で

す
．

南

の
方
的
に
‐―‐
須
原
発

電
所
を
兄
ド
ろ
す
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、

電
気
が
近

っ
た

の
は
昭
和
神
年
前
後
と

い
う

こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
は
山
須

原
に
電
気
が
と
も

っ
て
い
る

の
を
う
ら
や
ま
し
く
兄
て
い

た
そ
う
で
す
。

今
の
よ
う
に

■
道
が
集
落
ま
で
通

っ
た
の

も
電
気
が
通

っ
た
の
と
時
川

を
同
じ
く
し
て
の
こ
と
だ
そ

つヽ
で
す
。

ｌ
軒
は
半
瀬
に
雄
さ
ん
の

お
宅
で
、

奥
さ
ん
の
タ
マ
／

さ
ん
と
お
２
人
で
水
入
ら
ず

と
言
う
の
が
び

っ
た
り

の
雰

口
気
の
お
化
で
す
。

２
年
税
ま
で
は
惟
オ
栽
精

を

や

っ
て

い
た

そ
う

で
す

が
、

今
は
腰
が
痛
か

っ
た
り

で
や
め
て
い
る
と
市
う
こ
と

で
し
た
。

お
年
を
聞
く
と
、

正
郎
さ
ん
が
８‐
歳
タ

マ
ノ
さ

ん
が
８０
歳
と

…
…
う
こ
と
で
す

が
、

し
ゃ
ん
と
し
て
お
ら
れ

て
ま
だ
ま
だ
な
く
見
え
ま
し

，一代。に
雄
さ
ん
は
中

の
免
計
を

５０
歳
過
ぎ

て
か
ら
取
得
し
、

今
で
も
毎
日
の
よ
う
に
運
転

す
る
そ
う

で
す
。

「
と

に
か

く
道

が
近

っ
て
さ
え

お
れ

ば
、

い
で
ど
こ
で
も
行
け
る

か
ら
使
刊
に
な

っ
た
も
ん
じ

ゃ
。

」

「な

い
こ
ろ
は
想
像
も

早
瀬
さ
ん
夫
婦

せ
ん
こ
と
じ
ゃ

っ
た
。

」
と

‐
ｉ

わ
れ
ま
す
。

た
だ
、

安
合

の
中
な
ど
考

え
、

夜

の
逆
は
は
あ
ま
り
し

な

い
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

村
外
に
住
む
娘
さ
ん
や
忠

子
さ
ん
と
も
民
く
連
絡
を
取

っ
て

い
る
と

１
，
う

こ
と

で
、

お
２
人
と
も
Ａ
′
の
■
活
は
米

し
ん
で
お
ら
れ
る
と

い
う
印

象
で
し
た
．

も
う
―
町
は
、

日
山
川
和

志
さ
ん
の
お
化
中

央
さ
ん
の

順
子
さ
ん
、

娘
の
捕
夫
さ
ん
。

忠
子
の
慶
人
打
、

和
志
さ
ん

の
お
父
さ
ん
の
忠
さ
ん
、

お

母
さ
ん
の
打
ｒ
さ
ん
の
６
人

世
村
で
す
。

長
女
の
瑠
夫
さ

ん
は
学
■
で
県
外

に
い
る
そ

う
で
す
。

和
志
さ
ん
は
林
業
組
合

の

作
業

班
長

を
し

て

い
ま
す

が
、

仕
い
が
徐
々
に
減

っ
て

Ｈ
興
川
さ
ん
　
家

き
た
こ
と
か
ら
、

し

い
た
け

生
た

に
力
を
入
れ
は
じ
め
、

平
成
９
年
に
制
度
■
米
を
受

け
、

思

い
切

っ
て
椎
オ

ハ
ウ

ス
特

の
施
設
を
建
設
し
、

原

本

に
加
え
菌
床
織
杵
も
始
め

た
そ
う
で
す
。

ご
存
知

の
よ
う
に
輸
入
物

に
押
さ
れ
て
価
格

の
低
迷
が

続

い
て
い
ま
し
た
が
、

巌
近

は
乾
柾
茸

の
値
段
が
持
ち
店

し
て
お
り
、

和
志
さ
ん
も
、

「頑
張

っ
て
統
け
ち
ょ
け
ば
、

い
い
こ
と
も
あ
る

」
。

　
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
。

ま
さ
に
そ

の
と
お
り
な
の
だ
な
と
思

い

ま
し
た
．

早
瀬
さ
ん
２
代
日
、

Ｈ
取

川
さ
ん
が
３
代
日
と

い
う

こ

と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

地

区
と
し
て
は
新
し
い
方

に
入

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

村

外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
焼
き
畑

に

来
て
い
た
と

い
う
話

の
と
お

シリーズ第2回



第643号 七 乙 コ か ｀
l′成 15イに10'11日 (8)

り
諸
塚
と
し
て
は
比
較
的
な

だ
ら
か
な
場
所
が
多
く
、

Ｈ

当
た
り
も
良
く
、

魅
力
あ
る

Ｌ
地
で
あ
る
こ
と
は
問
達

い

な
い
よ
う
で
す
。

た
だ
、

標
高
約
６
百

ｍ
と
、

結
構
な
高
さ
に
あ
り
、

「夏

涼
し
く
冬
寒

い
」
と
い
う
順

ｒ
さ
ん

の
キ
実

の
と
お
り
、

首
は
、

水
点
下
げ
程
ま
で
下

が
り
空
気
中
の
水
分
が
凍

っ

て
輝

い
て
見
え
る
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ダ

ス
ト
が
見
ら
れ
た
そ

う

で
す
。

「き
ら
き
ら
し
て

き
れ

い
じ
ゃ
っ
た
。

」
と
は

タ

マ
ノ
さ
ん
の
談
。

口
冊
回

や
や
涼
し
い
秋
の
風
を
感

じ
な
が
ら
の
取
材

で
し
た
。

世
帝
は
畑
を
挟
ん
で
建

っ
て

お
り
、

卓
を
刈

っ
た
後
は
芝

生
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。

速
く
下
方
に
は
山
須
原

地
区
が
見
え
水
平
方
向
に
は

諸
啄
、

内
郷
の
山
々
が
望
め
、

広
が
り
、

開
放
感
を
お
ぼ
え

ま
す
。

和
志
さ
ん
は
、

慶
大
く
ん

が
仕
事
を
継

い
で
く
れ
る
こ

と
を
望

ん

で

い
る
よ
う

で

す
。

正
雄
さ
ん
と
タ

マ
ノ
さ

ん
も
元
気
に
今
の
家
に
住
み

続
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

ま
す
。

集
落
が
存
続
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
条
件
と
は
？

．

つ
に
は
、

そ
れ
を
支
え
る
村

の
、

教
育
や
医
療
、

箱
社

の

ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面

の
充

実
が
、

化
活
Ｌ
も
精
神
的
安

定

の
面

で
も
大
切
な

の
で

は
、

と
今
吏
な
が
ら
感
じ
る

の
で
し
た

黒原から山須原を臨む

議
我
徐
騒
善
鵜
汰
懇
で

９
月
１４
日
（日
）日
向
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
で
養
秀
会
南
九

州
連
合
会
空
手
道
大
会
県
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
も

２３
回
を
迎
え
、

演
武
に
今
年
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
の
宮
崎
第

一

高
校
の
空
手
道
部
を
招
待
し
て

男
女
の
型
の
演
武
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

県
内
３
０
０
名
の
選
子

が
参
加
す
る
中
、

諸
塚
か
ら
も

郷
名
の
選
手
が
参
加
し
、

１８
個

入
質
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

こ
れ
も
夏
の
暑
さ
の
中
厳

し
い
練
習
に
耐
え

一
生
懸
命
頑

張

っ
た
成
果
の
表
れ
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
青
少
年
の

健
全
育
成
の
為
に
諸
塚
道
場
も

頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

本
大
会
に
あ
た
り
諸
塚
か

ら
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
菊
池

建
設
、

後
藤
自
動
車
、

諸
塚
Ｊ

Ａ
給
油
所
、

右
田
工
業
、

川
崎

酒
店
の
方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

毎
週
火
、

木
午
後
の
６
時
３０

分
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

是
非
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

以
下
は
大
会
結
果
で
す
。

高 岩 菊
木 切 池

奏 俊
慎 恵 作

議
塚
通
曝
が
機
磁
じ
ま
し
な

中
学
１
年
　
準
優
勝
　
吉
永
　
　
光

２
年
　
優
　
勝
　
松
村
　
尚
樹

３
年
　
優
　
勝
　
吉
永
　
真員
子

″
　
　
３
　
位
　
藤
岡
　
寿
幸

一
般
　
４
　
位

ア
ン
ニ
ャ
　
マ
ゲ
ネ
ス

組
手
の
部

小
学
１
年
　
準
優
勝
　
菊
池
　
俊
作

４
年
女
子
　
４
　
位
　
〕石
切
　
奏
恵

５
年
女
子
　
優
　
勝
　
佐
々
木
照
美

中
学
１
年
　
優
　
勝
　
吉
永
　
　
光

２
年
　
優
　
勝
　
松
村
　
尚
樹

３
年
　
優
　
勝
　
藤
岡
　
寿
幸

〃
　
　
準
優
勝
　
佐
々
木
孝
嗣

３
年
　
４
　
位
　
甲
斐
　
車呂
一

３
年
女
子
　
優
　
勝
　
吉
永
　
車貝
子

古
武
遭

（サ
イ
の
部
）

優
　
勝
　
吉
永
　
車貝
子

型
の
部

小
学
１
年
黄
帯
３
位

４
年
青
緑
３
位

４
位

ョ邑
越

専
ｏそ
一

田
ｉ
緑
化
推
進
機
能

の
認

定

に
よ
る

「森

の
名
手

・
名

人
百
人
」

に
黒
あ
原

の
尾
形

森
街
さ
ん
が
、

昨
年

の
メ

ン

パ
づ
く
り

の
甲
空
安
正
さ
ん

に
続

い
て
、

選
定
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
森

の
名
子

・
名
人
と

は
森

に
関
わ
る
生
業

や
地
域

生
活

に
染

み
こ
ん
だ
常

み

の

内
、

優
れ
た
技
を
も

っ
て
そ

の
業
を
柾

め
、

他

の
模
範
と

な

っ
て

い
る
遊
人

を
指

し
、

昨
年
か
ら
始
ま

っ
た

「も
り

の
く

に

・
に

っ
ぽ
ん
運
動

」

の

一
環

で
、

合
Ｈ

で
百
人
ず

つ
選
定
し
て
い
ま
す
。

尾
形
さ
ん
は
、

森

の
伝
承

文
化
部
門

の
郷
上
民
需
唄

い

と
し
て
、

今
年
度

の
名
人
百

人
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

選
定

の
理
由
と
し
て
は
、

郷
上
民
需

を
育
ん
で
き
た
功

績
、

特

に

「
駄
賃
付

け
唄

」

の
掘
り
起

こ
し
等

の
貢
献

が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈
り

し

ま
す
。


